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●
事
例
紹
介
●

そ

の
と

き

我

々
は
何

が

で
き

る

か

～
阪
神

・
淡
路
大
震
災
の
体
験
を
も
と
に
～宮

本

善

弘

(神
戸
学
院
大
学
常
務
理
事

・
事
務
局
長
)

一
九
九
五
年
一
月

一
七
日

(火
)
午
前
五
時
四
六
分
に
、
そ
の
規

模
の
大
き
さ
は
既
に
ご
承
知
の
と
お
り
未
曾
有

の
大
地
震
を
体
験
し

た
。
震
源
地
は
本
学
か
ら
目
前
の
淡
路
島
で
、
当
日
私
は
大
学
か
ら

北
へ
約
十
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
自
宅
で
被
災
し
た
。
警
備
室
か
ら
の

「七
号
館
火
災
発
生
、

一
一
九
番
通
報
が
で
き
な

い
」
と
の
電
話
で

自
宅
か
ら
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
先

の
西
消
防
署
に
自
家
用
車
で
通
報
し

て
鎮
火

で
き
た

(通
報
が
遅
れ
て
全
車
両
が
市
内
中
心
部
に
出
動
し

て
い
た
ら
本
学
は
全
焼
し
て
い
た
。
西
区
で

一
件
の
火
災
)。

本
学
関
係
の
被
災
状
況
を
示
す
と
、
死
亡
は
教
員

一
名
と
そ
の
家

族

一
名

、
学
生
二
名

(共
に
留
学
生
)、
父
母
と
そ
の
家
族
死
亡
七

名
、
教
職
員
の
家
屋
全
壊

一
一
名
、
半
壊

一
五
名
、
学
生
の
家
屋
全

壊

一
二
四
名
、
半
壊
二
〇
九
名
、
怪
我
と

一
部
損
壊
は
そ
の
程
度
に

も
よ
る
が
、
怪
我
は
教
職
員

・
学
生
と
家
族
含
め
数
十
人
、

一
部
損

壊
は
千
人
近
い
数
字
と
な
る
。
発
生
し
た
時
期
が
大
学
に
と

っ
て
大

学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
を
終
え
た
ば
か
り
で
、

二
月
に
予
定
す
る
本

学
入
学
試
験

の
願
書
受
付
と
入
学
試
験
が
本
格
的
に
始
ま
る
時
期
で

あ
る
こ
と
、
在
学
生
の
後
期
定
期
試
験
の
直
前

で
あ
る
こ
と
、
卒
業

式
の
準
備
や
新
年
度
に
向
け
た
関
係
資
料
作
成

の
時
期
で
あ
る
こ
と

な
ど
大
学
行
事
の
最
も
集
中
す
る
多
忙
な
時
期
で
あ

っ
た
。
そ
う
し

た
状
況
の
中
で
我
々
が
何
を
行

っ
た
か
と
い
う

こ
と
の
体
験
を
も
と

に
、
皆
さ
ん
に
は
何
が
で
き
る
か
と

い
う
こ
と
を
伝
え
て
お
く
こ
と

が
、
起
こ

っ
て
は
欲
し
く
な
い
南
海

・
東
南
海
地
震
や
全
国
各
地
で

の
地
震
に
備
え
て
少
し
で
も
お
役
に
立

て
る
の
で
は
と
願

っ
て
い

る
。

一

緊
急
災
害
対
策
本
部
の
設
置

本
学
の
学
長
が
た
ま
た
ま
加
古
川
市
に
居
住
し
て
い
て
ほ
と
ん
ど

被
災
し

て
い
な
か

っ
た
。
私
か
ら
の
火
災
発
生
の
通
報
を
受
け
て
、

そ
の
足
で
大
学

へ
駆
け
つ
け
陣
頭
指
揮
を
取
ら
れ
た
。
万

一
に
備
え

て
本
部
長

・
副
本
部
長
は
副
学
長
や
部
局
長
の
中
で
代
理
を
置
く
よ

う
予
め
決
め
て
お
く
こ
と
は
危
機
管
理
上
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
理

事
長
の
自
宅
が
被
害
の
大
き
か

っ
た
東
灘
区
に
あ
り
、
出
校
が
困
難

な
こ
と
か
ら
、
当
分
の
間
、
全
権
を
学
長
に
委
譲
さ
れ
た
。

二

災
害
対
策
本
部
の
役
目

被
災
状
況
の
確
認
と
応
急

・
緊
急
対
応
、
教
職
員

・
学
生

・
父
母

な
ど
の
安
否
確
認
、
学
事
計
画

へ
の
対
応
、
各
種
関
係
機
関
と
の
連

絡
な
ど
で
あ
る
。
当
時
は
規
則
な
ど
な
く
学
長
の
専
決
で
災
害
対
策

本
部
を
設
置
し
、
事
務
局
次
長
で
あ

っ
た
私
が
副
本
部
長
に
任
命
さ

れ
た

(事
務
局
長
は
東
京
か
ら
の
単
身
赴
任
で
震
災
時
は
東
京
に
い

た
)。
〔被
害
の
程
度
を
記
録

・
写
真
撮
影
〕

出
勤
し
て
き
た
事
務
職
員

(約
八
○
名
)
と

一
部
の
教
員
が
手
分

け
し
て
本
部
の
指
示
に
よ
り

一
日
目
の
作
業
を
行

っ
た
。
た
ま
た
ま

建
物
の
新
築
工
事
の
最
中
で
ゼ
ネ
コ
ン
の
工
事
事
務
所
が
あ
り
専
門

家
が
駐
在
し
て
い
た
。
専
門
家
の
協
力
を
得
て
余
震
の
続
く
中
を
各

建
物

(
一
号
館
か
ら

一
一
号
館
と
体
育
館
や
課
外
活
動
施
設
な
ど
)

の
被
害
状
況
を
写
真
撮
影
と
記
録
に
留
め
、
二
次
災
害
防
止
策
と
復

旧
の
た
め
の
対
策
資
料
と
し
て
と
り
ま
と
め
た
。
そ
の
こ
と
が
結
果

と
し
て
、
「激
甚
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別

の
財
政
援
助
等
に

関
す
る
法
律

(昭
和
三
六
年
)」
と

「私
立
学
校

の
災
害
状
況
報
告

(昭
和
五

一
年
管
理
局
長
通
知
)」
に
対
応
す
る
資
料
と
な

っ
た
。
そ

こ
に
は
災
害
発
生
後
に
電
話
と

一
週
間
以
内
に
文
書
と
被
害
写
真
を

文
部
科
学
省
に
提
出
す
る
よ
う
に
記
載
し
て
い
る

(後
の
補
助
金
査

定

の
際
に
非
常
に
有
効
な
資
料
に
な

っ
た
)。
〔電
気

・
ガ
ス

・
上
下

水
道
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係
〕

都
市
ガ
ス
と
水
道
が
ス
ト
ッ
プ
、
特
高
受
電
所
の
被
害
な
し
、
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
使
用
建
物
の
ガ
ス
管
に
被
害

(ガ
ス
漏
れ
)
の
た
め
元

栓
停
止
、
漏
電
に
よ
る
火
災
な
ど
の
防
止
及
び
各
建
物

へ
の
立
ち
入

り
禁
止
と
ト
イ
レ
の
使
用
禁
止

(屋
上
タ
ン
ク

の
水
確
保
)
を
行

っ

た
。
安
全
を
確
か
め
て
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
や
電
気

の
使
用
で
き
る
建
物

を
特
定
し
、
そ
の
建
物
の
階
層
を
特
定
し
て
そ
こ
だ
け
ト
イ
レ
の
使

用
を
認
め
、
大
型
の
ポ
リ
容
器
に
地
下
の
防
火
用
水
か
ら
水
を
運
搬

し
て
手
尺
で
使
用
さ
せ
て
水
の
確
保
に
努
め
た
。
漏
電
確
認
の
た
め

一
部
の
建
物
以
外
の
電
気
の
使
用
を
停
止
し
た
た
め
、
夕
方
に
な
る

と
本
部
以
外
の
建
物

(各
事
務
室
)
の
作
業
を
止
め
て
本
部
要
員
以

外
は
帰
宅
さ
せ
た
。
〔安
否
確
認
と
学
事
対
応
〕
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一
日
目
は
電
話
が
不
通
の
た
め
安
否
情
報
が
確
認
で
き
な
い
。
T

V
や
ラ
ジ
オ
の
情
報
で
神
戸
市
内

の
被
害
の
状
況
が
伝
わ
り
、
多
く

の
学
生

や
教
職
員
の
安
否
を
気
遣
う
。
そ
の

一
方
で
大
学
周
辺
に
下

宿
し
て
い
る
学
生
も
多
く
、
二
四
日
か
ら
始
ま
る
後
期
定
期
試
験
な

ど
の
対
応
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
の
学
生
が
校
門
の
前
に
集
ま
る
。

二
次
被
害
を
考
え
て
、
学
生
を
学
内
に
入
れ
な
い
よ
う
に
校
門
前
で

説
明
、
「学
内

の
安
全
が
確
保
す
る
ま
で
入
校
禁
止
と
本
日
休
講
、

追

っ
て
詳
細
を
掲
示
」
す
る
旨
の
掲
示
板
を
立
て
た
。

二
日
目
は
電
話
が
復
旧
し
、
関
係
者
へ
の
安
否
情
報
の
確
認
作
業

と

一
日
目
に
引
き
続
い
て
各
建
物
等

の
被
害
状
況
確
認
や
漏
電
チ

ェ

ッ
ク
を
行

っ
た
。
ま
た
入
学
試
験
の
願
書
受
付
期
間
の
締
切
を
二
〇

日
か
ら
二
五
日
ま
で
延
長
し
た
。
二
日
目
に
し
て
科
学
技
術
庁
か
ら

放
射
線
施
設
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
が
入
っ
た
。

三
日
目
も
前
日
ま
で
の
作
業
を
行
う
と
と
も
に
、
今
後
の
学
事
な

ど
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
、
正
規
の
大
学
評
議
会

・
大
学

院
委
員
会
な
ど
の
開
催
を
電
話
で
呼
び
か
け
る
が
、
成
立
要
件
に
い

た
ら
ず
、
当
分
の
問
、
学
長
を
中
心
と
し
て
出
勤
し
た
学
部
長
な
ど

の
役
職
者
に
よ
る
災
害
対
策
本
部
で
決
定
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た

文
部
省
私
学
行
政
課
に
被
害
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

四
日
目
以
降
は
被
災
地
全
体
の
被
害
状
況

（ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

・
鉄

道

．
道
路
被
害
な
ど
）
が
分
か
る
と
と
も
に
大
学
全
体
の
状
況
把
握

が
で
き
、
今
後
の
学
事
対
応
な
ど
を
協
議
し
た
。
そ
の
対
応
事
例
の

主
な
事
項
は
、

①
中
国
か
ら
の
留
学
生
二
名
死
亡
へ
の
対
応

警
察
か
ら
の
連
絡
を
受
け
、
大
学
が
遺
体
の
引
き
取
り
、
中
国
大

使
館
を
通
じ
て
遺
族
に
連
絡
、
約
二
週
間
大
学
近
く
の
寺
で
遺
体
を

安
置
し
、
遺
族
の
訪
日
を
待

っ
て
大
学
関
係
者

（教
職
員

・
学
生
）

で
お
別
れ
の
会
を
催
し
た
。

（遺
族
の
交
通
費

や
滞
在
費
用

・
お
別

れ
の
会
費
用
は
大
学
負
担
）

②
後
期
定
期
試
験
中
止

鉄
道
な
ど
の
復
旧
の
目
途
が
立
た
な
い
状
況
か
ら
、
後
期
定
期
試

験

の
実
施
が
で
き
な
い
こ
と
と
、
被
災
者
の
心
情
や
学
生
全
員

へ
の

連
絡
お
よ
び
評
価
す
る
教
員
個
々
人
の
多
く
が
被
災
を
受
け
て
い
る

状
況
を
考
え
て
、
レ
ポ
ー
ト
な
ど
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
を
控
え
た

い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
平
常
時
の
レ
ポ
ー
ト

・
出
欠
状
況

・
臨
時
試

験
な
ど
、
こ
れ
ま
で
実
施
済
の
デ
ー
タ
か
ら
判
定
評
価
す
る
よ
う
に

決
定
。
し
か
し
、
平
常
時
の
デ
ー
タ
が
揃
わ
な

い
科
目
が
多
く
、
そ

の
場
合
は
履
修
者
全
員
を
N

（認
定
）
評
価
と
す
る
こ
と
を
本
部
が

決
定
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

一
部
の
教
授
会
が
本
部

の
決
定
に
従
わ
ず
、

当
該
学
部
の
専
門
教
育
科
目
に
つ
い
て
全
員
に
レ
ポ
ー
ト
提
出
を
求

め
た
。
レ
ポ
ー
ト
提
出
の
事
務
作
業
な
ど
す
べ
て
を
当
該
学
部
に
ま

か
せ
、
本
部
や
事
務
局
は

一
切
協
力
を
し
な
か

っ
た
。
こ
の
こ
と
は

今
後
に
大
き
な
課
題
を
残
す
こ
と
に
な

っ
た
。

③
入
学
試
験
の
実
施
と
試
験
場

本
学
か
ら
東
は
交
通
が
寸
断
さ
れ
、
二
月
上
旬
か
ら
四
日
間
を
か

け
て
の
東
側
の
入
学
試
験
場
に
つ
い
て
、
例
年
の
東
京

・
名
古
屋

・

金
沢
の
試
験
場
以
外
に
特
別
に
大
阪
学
院
大
学

（大
阪
会
場
）
と
京

都
薬
科
大
学

（京
都
会
場
）
の
協
力
を
得
て
無
事
終
了
し
た
。
ま
た

同
じ
よ
う
に
被
災
し
た
甲
南
大
学
な
ど
に
西
側
に
位
置
す
る
試
験
場

と
し
て
本
学
を
提
供
し
た
。

④
新
聞
掲
載
や
学
生

・
父
母
な
ど

へ
の
連
絡
方
法

各
紙
に
学
事
情
報
や
入
試
情
報
や
安
否
確
認
情
報
な
ど
を
掲
載
す

る
と
と
も
に
、
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
学
長
名
の
通
知
文
を
関
係

者
に
郵
送
し
た
。
ま
た

一
か
月
間
の
震
災
特
集
と
し
て
学
内
広
報
誌

の
臨
時
号
を
発
行
し
、
文
部
省
そ
の
他
の
関
係
機
関

へ
の
報
告
や
法

人
役
員
、
教
職
員
、
父
母
な
ど
に
配
布
し
た

（写
真
1
）。

⑤
被
災
者
な
ど
へ
の
対
応

被
災
学
生

（入
学
予
定
者
含
む
）
に
対
し
て
被
害
状
況

（家
計
支

持
者
の
死
亡
、
失
業
、
家
屋
の
全
壊

・
半
壊
な
ど
）
に
応
じ
て
学
費

免
除
や
奨
学
金

・
見
舞
金
な
ど
を
支
給
、
下
宿
で
の
被
害
者
に
も
見

舞
金
を
支
給
し
た
。
ま
た
新
入
生
向
け
の
下
宿
予
定
者
と
在
学
生
の

下
宿
転
居
者
の
た
め
の
住
居
の
確
保
に
努
め
た
。
教
職
員
の
被
災
者

に
つ
い
て
も
見
舞
金
や
無
利
子
の
貸
付
を
行

っ
た
。

⑥
緊
急
復
旧
工
事

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係
お
よ
び
教
室

・
事
務
室

・
図
書
館

・
研
究

室

・
体
育
館

・
部
室
な
ど
ほ
と
ん
ど
の
施
設

・
設
備
が
改
修
の
対
象

と
な
っ
た
。
特
に
薬
学
部
と
栄
養
学
部
関
係
の
実
験
試
料
に
被
害
が

で
た
こ
と
は
研
究
関
係
に
大
き
な
支
障
と
な

っ
た
。

⑦
行
政
機
関
や
マ
ス
コ
ミ
な
ど

へ
の
対
応

文
部
科
学
省

（激
甚
災
害
関
係
、
学
生
死
亡
、
放
射
線
施
設
関
係
）、

県

・
市
関
係

（被
害
状
況
、
臨
時
非
難
所
な
ど
）、
警
察

・
消
防
関

係

（火
災
、
学
生
死
亡
な
ど
）
、
私
学
振
興
共
済
事
業
団

（被
災
状写真1神 院大学内報
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況
、
借
入
金
返
済
猶
予
願
な
ど
)
、
日
本
国
際
教
育
協
会

(留
学
生

死
亡
な
ど
)
、
日
本
育
英
会

(奨
学
金
な
ど
)、
大
学
基
準
協
会

・
私

学
団
体

・
他
大
学
な
ど
か
ら
の
訪
問

・
電
話
対
応
)
、
テ
レ
ビ

・
新

聞
各
社
と
の
対
応
。

⑧
地
域

か
ら
の
要
請

飲
料
水
の
分
配
、
薬
学
部
教
育
用
の
天
秤
は
か
り
を
医
療
機
関
に

貸
し
出

し
、
薬
剤
師
派
遣
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ハ
ウ
ス
を
臨
時

非
難
所

に
指
定
、
幼
稚
園
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
貸
し
出
し
、
ホ
ー
ル
を
中

学
校
の
卒
業
式
に
貸
し
出
し
た
り
し
た
。

⑨
法
人
内
の
学
校

へ
の
協
力

同

一
法
人
の
短
大

(長
田
区
)
と
高
校

(兵
庫
区
)
は
震
災
の
中

心
地
で
あ
り
、
大
学
か
ら
大
型
の
ポ
リ
タ
ン
ク
で
飲
料
水
を
運
搬
、

高
校

の
取
引
銀
行
が
倒
壊
の
た
め
、
二
五
日
の
給
与
支
払
い
に
支
障

の
た
め
、
大
学
の
取
引
銀
行
か
ら
臨
時
支
払

い
な
ど
を
行

っ
た
。

⑩
外
国
人
客
員
教
授
な
ど

へ
の
情
報
伝
達

震
災

一
日
目
に
大
学
近
く
の
外
国
人
教
員
宿
舎
の
安
否
確
認
と
地

震
情
報
を
報
告
、
地
震
体
験
の
恐
怖
感
と
今
後
の
二
次
被
害
な
ど
へ

の
不
安
か
ら
即
座
に
帰
国

(契
約
途
中
の
報
酬
と
旅
費
を
支
給
)。

三

そ
の
後
の
整
備
な
ど

大
震
災
に
備
え
て
、
災
害
時

の
規
則
や

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、

二
×
二
メ
ー
ト
ル
な
ど
の
大
型
共
同
溝

(電
気

・
水
道

・
L
A
N
)

の
整
備
、
飲
料
水
確
保
の
た
め
の
井
戸
の
修
理
、
建
物
の
耐
震
補
強

な
ど
を
行

っ
た
。
ち
な
み
に
規
則
は
整
備
し
た
も

の
の
、
経
験
上
か

ら
災
害
時
に
は
役
に
立
た
な
い
と
思

っ
て
い
る
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
必

要
と
の
こ
と
か
ら
各
学
部

・
各
部
署
で
、
災
害
時

に
何
を
す
べ
き
か

と

い
っ
た
、
今
回
の
地
震
で
の
対
応
事
例
を
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
と
し

て
残
し
、
誰
も
が
見
え
る
と
こ
ろ
に
置
き
、
年

二
回
の
定
例
の
防
火

防
災
委
員
会
で
確
認
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
授

業
中
、
休
日
、
通

勤

・
通
学
中
、
個
人

・
大
学
の
動
き
を

フ
ロ
ー
チ

ャ
ー
ト
化
し
、
万

一
に
備
え
て
周
知
さ
せ
て
い
る
。
学
生
手
帳
に
も
掲
載
し
て
い
る
。

四

日
常
の
訓
練
と
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

大
震
災
は
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
誰
も
分
か
ら
な
い
。
阪
神
淡

路
大
震
災
は
午
前
五
時
四
六
分
に
発
生
し
た
が
、
あ
れ
だ
け
の
規
模

の
地
震
が
学
生
の
授
業
中
に
起
こ

っ
て
い
た
と
考
え
る
と
建
物
の
被

害
状
況
か
ら
見
て
、
想
像
を
絶
す
る
事
態
と
な

っ
て
い
た
。
お
そ
ら

く
大
学
関
係
者
は
右
往
左
往
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
フ
ロ

ー
チ
ャ
ー
ト
や
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
意
識
す
る
と
と
も
に
、
毎
年
二

月
二
二
日
に
消
防
署
の
協
力
を
得
て
防
火
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

一
昨
年
は
震
災

一
〇
周
年
と
の
こ
と
か
ら
地
域
と

一
体
と
な

っ
て

本
学
に
お
い
て

一
〇
周
年
事
業
を
展
開
し
た
。
一
一

月
八
日
に
行
政

区
の
異

な
る
神
戸
市
西
消
防
署
と
明
石
消
防
署
が
本
学
内
で
教
職
員

や
学
生

の
見
守
る
中
で
合
同
の
大
掛
り
な
防
災
訓
練
を
行

っ
た
。
さ

ら
に
震
災
時
に
多
く
の
課
外
活
動
団
体
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
し
た
こ
と
を
機
に
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
固
有
の
団
体
が
育
ち
は

じ
め
、
そ
う
し
た
学
生
団
体
が
中
心
と
な
っ
て

「大
震
災
～
そ
の
時

大
学
は
～
」
と
題
し
て
延
べ
六
日
間
に
わ
た

っ
て
の
記
念
事
業
を
企

画
し
実
施
し
た
。

数
名
の
専
門
家
の
講
演
や
追
悼
コ
ン
サ
ー
ト

や
不
幸
に
し
て
亡
く

な
ら
れ
た
留
学
生
と
教
員
の
追
悼
式
典
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
に

震
災
で
被
害
を
受
け
た
明
石
市
天
文
科
学
館
の
二
代
目
大
時
計

(直

径
六
メ
ー
ト
ル
)
を
本
学
に
譲
り
受
け
、
震
災

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し

て
設
置
し
再
稼
動
さ
せ
て
い
る
こ
と
も

「震
災

を
風
化
さ
せ
な
い
」

と
す
る
思
い
か
ら
で
あ
る

(写
真
2
)。

二
〇
〇
六
年
か
ら
被
災
し
た
大
学
と
し
て
の
新
た
な
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
「防
災
社
会
貢
献

ユ
ニ
ッ
ト
」
を
立
ち
上
げ
た
。
文
系
四
学

部
の
二
年
次
か
ら
履
修
希
望
者

(
一
学
年
定
員

六
〇
名
)
を
募
り
卒

業
ま
で
特
化
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
履
修
す
る
こ
と
に
な
る
。

二
〇
〇
五
年

の
文
部
科
学
省
の

「現
代
G
P
」

に
採
択
さ
れ
た
。

以
上
の
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
羅
列
し
て
み
た
が
、
あ
の
震

災
の
状
況
は
紙
面
で
は
語
り
尽
く
せ
な
い
。
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の

よ
う
な
状
況
下
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
中
で
、
も
し
阪
神
淡
路
大

震
災
と
同
規
模
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
震
災
が
起
こ
っ
た
場
合
、

体
験
し
た
者
で
も

「何
が
で
き
る
か
、
何
を
な
す
べ
き
か
」
慌
て
る

に
違
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
中
で
少
な
く
と
も
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に

目
を
向
け
る
こ
と
は
で
き
る
と
思

っ
て
い
る
。
最
後
に
、
本
学
だ
け

の
事
例
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な

い
が
、
あ
の
大
震
災
に
被
災
し
な
が

ら
も
い
ち
早
く
駆
け
つ
け
た
者
は
、
ほ
ん
の

一
握
り
の
教
員
と

一
部

の
役
職
教
員
と
、
そ
し
て
大
半
は
事
務
職
員
で
あ

っ
た
こ
と
で
あ
る
。

写真2大 時計




